
 
 

メ 

ー 

デ 

ー 

参 

加 

記 

 
 

四
月
二
六
日
代
々
木
公
園
の
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
例
年
、
代
々
木
公
園
に
結
集
す
る
前
に
、
明
治

公
園
に
集
ま
り
代
々
木
公
園
ま
で
デ
モ
行
進
を
東
京

教
組
他
の
労
組
の
仲
間
と
一
緒
に
す
る
の
が
恒
例
だ

っ
た
。
然
し
、
今
年
は
明
治
公
園
が
工
事
改
修
中
で
使

用
で
き
ず
、
デ
モ
無
し
、
直
接
代
々
木
公
園
二
集
ま
っ

た
。
毎
年
会
場
に
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
た
が
、
今
年
は
こ
れ
が
な
い
。
暑
い
日
で
晴
天
が

続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
ホ
コ
リ
が
ひ
ど
く
て
少
々
参
っ

た
。 

 
 

十
一
時
か
ら
式
典
が
始
ま
り
主
催
者
代
表
の
挨
拶 

の
あ
と
、
来
賓
の
挨
拶
と
な
っ
た
。
政
府
か
ら
安
倍
総 

理
と
田
村
厚
労
大
臣
、
共
産
党
を
除
く
全
政
党
の
代
表 

が
参
加
し
た
。
安
倍
総
理
は
壇
上
に
立
ち
、
自
民
党 

の
総
理
総
裁
が
メ
ー
デ
ー
で
挨
拶
す
る
の
は
小
泉
元

総
理
以
来
二
度
目
の
事
だ
と
話
し
始
め
た
が
、
激
し
い

ヤ
ジ
、
怒
号
、
帰
れ
コ
ー
ル
が
わ
き
上
が
っ
た
。
し
か 

し
、
相
手
は
大
音
量
の
ス
ピ
ー
カ
ー
で
し
ゃ
ー
し
ゃ
ー

と
言
い
た
い
こ
と
を
喋
り
降
壇
し
帰
っ
た
。
ヒ
ト
ラ
ー

の
姿
を
見
る
思
い
が
し
た
。
そ
の
後
政
党
代
表
九
名
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
新
党
大
地
」

の
鈴
木
宗
男
議
員
の
も
の
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。 

 

挨
拶
の
要
旨
は
、「
北
海
道
を
地
盤
と
す
る
地
域
政
党

に
過
ぎ
な
い
新
党
大
地
を
招
待
し
て
く
れ
た
連
合
の
度

量
の
大
き
さ
に
感
謝
す
る
。
会
場
の
皆
さ
ん
が
主
張
さ

れ
て
い
る
、
派
遣
社
員
、
非
正
規
労
働
者
等
の
常
に
差

別
を
受
け
て
い
る
仲
間
の
救
援
・
支
援
に
つ
い
て
は
よ

く
理
解
で
き
る
。
自
分
は
政
治
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で

以
来
、
一
貫
し
て
差
別
と
迫
害
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
ア

イ
ヌ
民
族
の
方
々
を
支
援
し
て
き
た
の
で
、
そ
こ
に
通

じ
合
う
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
差
別
の
な
い
世
界

の
構
築
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
後
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
、
団
結
頑
張
ろ
う
で
閉
会
し

た
。
参
加
者
は
十
五
名
で
し
た
。
暑
い
中
参
加
さ
れ
た

会
員
の
皆
様
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。   

( 

秋
元 

記
） 

退

職

者

も
「
外

に
」
出

よ
う 

―
日
退
教
第
四
十
九
回
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る 

― 
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二
〇
一
四
年
度 

 

 
 
 

第
四
十
回
定
期
総
会
開
催
通
知 

 
 

     
 
 
 

二
〇
一
四
年
六
月
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
退
職
教
職
員
協
議
会
会
長 

秋 

元 

松 

彦 
 

会
員
各
位 

一
昨
年
の
衆
議
院
選
挙
、
昨
年
の
参
議
院
選
挙
で
自
・
公
政
権
が
復
活
し
て
以
後
、
安
倍
首
相
の
下
、
き
わ
め
て 

危
険
な
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
憲
法
改
悪
、
集
団
的
自
衛
権
、
特
定
秘
密
保
護
法
等
々
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
事
態
の
中
で
、
私
た
ち
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
左
記
に
よ
り 

 

第
四
十
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
の
会
場
は
、
例
年
の
ラ
ポ
ー
ル
で
は
な
く
、
日
本
教
育
会
館
５
階 

 

の
日
教
組
会
議
室
を
拝
借
し
開
催
致
し
ま
す
。
部
屋
は
小
さ
い
で
す
が
、
総
会
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
じ
っ
く
り 

 

話
し
合
い
活
動
方
針
を
決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
と
活
発
な
話
合
い
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

一
、
日 

時 

七
月
二
日(

水) 

午
後
二
時
開
会
～
四
時
閉
会 

二
、
会 

場 

日
本
教
育
会
館
五
階 

Ｊ
Ｔ
Ｕ
会
議
室(

☎
〇
三
―
五
二
七
六
―
一
三
一
二) 

 

 
 

三
、
議 

事 

１
、
二
〇
一
三
年
度 

経
過
・
決
算
報
告 

 
  

２
、
二
〇
一
四
年
度 

活
動
方
針
・
予
算
案 

 
 
 
 
 
 
 
 

３
、
二
〇
一
四
年
度 

役
員
人
事 

 
 
 
 
 

４
、
総
会
宣
言
そ
の
他 

 

※
閉
会
後 

神
保
町
の
中
華
料
理
店
「
三
幸
園
」（
〇
三
―
三
二
九
一
―
八
一
八
六
）
会
費
三
千
円
で
懇
親
会
を
開
催
。 

 

※
連
絡
先 

秋
元
会
長 

〇
九
〇
‐
二
七
六
七
‐
四
四
七
三
、
松
下
事
務
局
長 

〇
九
〇
‐
八
四
六
二
‐
六
一
四
一 

 
 

 

 

第1回東アジア海外研修旅行 参加者募集 
  

第二次安倍政権によって、特定秘密保護法の成立、靖国神社公式参

拝そして閣議決定により憲法を解釈変更しての集団的自衛権行使表明

と、国内はもとより、東アジアへの挑発行為は目に余るものがありま

す。 

 日退教他3団体は、あえて、このような時期に民間交流を進め東ア

ジア諸国との友好を深めることの意義を大切と考え、今年度から4年

間の東アジア研修旅行を予定し、その第一回目として、以下のような

一般のツアーではできない旅を企画しました。 

会員その他の方の参加をお待ちしています。 
 

・目  的：高齢者・介護施設見学、学校訪問等の交流と中国の 

       3つの世界遺産（兵馬俑、龍門石窟、少林寺）を巡り見聞 

を深める 
 

・期  間： 2014年１０月２３日（木）～２７日（月）４泊５日 
 

・参加資格： 趣旨に賛同する元(現)教職員・家族・友人 
 

・旅   費：およそ２１万円（全日程食事つき） 
 
・申込方法： Fax ０３－５２７５－２０８１(日退教） 

Eメール:nittaikyo@gmail.com 
            名前、郵便番号、住所、電話番号をお知らせください。 

申込んだ個々人には正式な申込用紙・資料を送ります。 
 

・実施主体：・日退教 ・NPO日中交流促進協会、  

・グローシーズ-サポーツ(旅・風土記)  

・陜西省勤労者対外交流センター 
 

・申込締切：２０１４年７月末 日 

 

 
 

六
月
一
〇
日
午
前
十
一
時
よ
り
、日
本
教
育
会
館
に
お

い
て
標
記
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
冒
頭
の
挨
拶
で
、
西
澤
会
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し

た
。 

「
日
退
教
は
、
二
〇
〇
五
年
退
職
者
運
動
の
脱
皮
を
目
指

し
て
、
社
会
参
加
へ
の
道
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
れ
は
二

〇
〇
四
年
か
ら
の
年
金
課
税
、
つ
ま
り
不
公
平
税
制
の
抜

本
的
改
正
が
一
つ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
ま
ず
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
新
自
由
主
義
の
下
、
雇
用
の
非
正
規

化
が
行
わ
れ
、
所
得
格
差
が
拡
大
し
た
。
こ
れ
を
世
代
間

格
差
と
い
う
ご
ま
か
し
の
論
理
で
対
立
を
あ
お
っ
た
。
あ

る
の
は
よ
り
高
い
利
潤
を
求
め
る
グ
ル
ー
プ
と
、
互
い
に

助
け
合
う
人
間
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。 

 

安
倍
政
権
は
〈
普
通
に
戦
争
を
す
る
国
〉
を
目
指
す
こ
と
を

〈
積
極
的
平
和
主
義
〉
と
称
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
安
心 

な
暮
ら
し
、
子
ど
も
の
未
來
の
保
障
、
平
和
な
社
会
の
実
現 

 
の
た
め
に
、
反
差
別
・
貧
困
に
む
け
、
闘
っ
て
い
き
た
い
。

〈
在
特
会
〉
な
ど
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
に
対
し
て
は 

〈
の
り
こ
え
ネ
ッ
ト
〉
に
連
帯
し
て
運
動
を
進
め
た
い
。」 

 
 

こ
の
後
、
来
賓
の
阿
部
退
職
者
連
合
会
長
、
小
西
日 

教
組
副
委
員
長
、
那
谷
屋
参
院
議
員
、
伊
藤
教
職
員
共 

済
専
務
理
事
、
神
本
参
院
議
員
、
北
村
退
女
教
会
長
、 

木
下
相
互
共
済
会
理
事
長
、
森
越
生
き
が
い
支
援
協
会 

理
事
長
か
ら
、
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

続
い
て
、
二
〇
一
三
年
度
経
過
報
告
と
二
〇
一
四
年 

度
活
動
方
針
提
案
が
あ
り
、
昼
食
休
憩
に
な
り
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
会
計
・
決
算
・
監
査
報
告
と
次
年
度
予 

算
案
が
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
の
質
疑
・
討
論 

に
移
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、 

各
ブ
ロ
ッ
ク
十
一
人
の
活
発
な
発
言
が
あ
り
、
方
針
は 

原
案
通
り
可
決
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。   (

柴
田 

記)  
 
 
 

 

(1) 


